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第４章　地区別の公共施設の現状

(1) 伊丹小学校区

１． 位置・概況

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口

19,427 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 2,787 14.3% 増加傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 13,202 68.0% 増加傾向

高齢人口（65歳以上）： 3,438 17.7% 増加傾向

計 19,427 100% 増加傾向

伊丹小学校区

　地域の中央を南北に県道尼崎池田線、東西に県道伊丹豊中線、県
道寺本伊丹線、県道阪急伊丹停車場線が走っています。また、地域
南部に阪急伊丹線伊丹駅があります。

　大半は住居系の土地利用が広がっていますが、地域北部の県道尼
崎池田線の東側に工業系土地利用、阪急伊丹駅周辺に商業系の土地
利用が見られます。

　伊丹地域は市域中央部に位置しています。

　高齢人口割合は17.7％と、市平均の19.1％と比べて若干低く、17地域中、
11番目と中位にあります。

　市全体（＋1.7％）が横ばい傾向にある中、増加傾向（＋
7.6％）にあります。過去5年間の増減率は、17地域中4番目と上
位にあります。
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伊丹小学校区

② 世帯数 8,717 世帯 平成21年 現在

平均： 2.23 人／世帯

③ 人口密度 114 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

② 共同利用施設等

③ その他の施設

　市平均80人/haと比べて、高くなっています。

　伊丹小学校区内には、計7箇所の共同利用施設等があります。

　伊丹小学校、北中学校、伊丹幼稚園があります。

　いたみホール、美術館、伊丹アイフォニックホール等の公共施設があります。

　「みやのまえ」地区を中心に、市立美術館や文化会館、音楽ホールなどの文
化施設が集積しています。新たな市立図書館の本館も当地区に移転する予定で
す。
　北東部に公設卸売市場、西部に市営斎場があります。また、伊丹小学校内に
図書館の分室があります。

　市全体（＋6.0％）と比べて増加傾向（＋10.6％）にあります
が、１世帯当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。
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伊丹小学校区

４． 学区の特徴
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伊丹小学校区

　

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

11.7

18.3

62.1

58.3

14.4

12.0 1.1

9.71.8

0.2

0.0

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

伊丹小学校区
(N=175)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

伊丹小学校区 市全体

（N=175） （N=1680）
第１位 日常の買物の便利さ 日常の買物の便利さ

第２位 通勤・通学など、交通の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 通勤・通学など、交通の便利さ

伊丹小学校区 市全体

（N=175） （N=1680）
第１位 道路交通の安全対策 道路交通の安全対策

第２位 子どもの遊び場の環境や安全さ 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

騒音、振動、悪臭などの公害対策第３位
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日常の買物の便利さ

通勤・通学など、
交通の便利さ

水や緑、公園など、
自然環境のよさ

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

隣近所とのつき合い

子どもの遊び場の
環境や安全さ

道路交通の安全対策

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

子育てへの支援対策

子ども、青少年の
教育環境

地震や大雨などの
災害時の安全さ

満足している人 不満を抱いている人

88.6

85.1
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83.4

83.4
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80.6

80.0

78.9

78.9

78.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康を支える
地域保健・医療の充実

交通安全と防犯活動の推進

消防機能の充実

安心感と生きがいのある
高齢者福祉の推進

水道の安定的供給

災害に強いまちづくりと
防災体制の充実

国民年金や
生活福祉などの推進

水循環と水環境の再生
（身近な水を大切にすること）

ごみの減量化と
リサイクルの推進

安心して子育てができる
環境整備

公共下水道の整備
（雨水対策を含む）
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伊丹小学校区

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）
大規模修繕
築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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(2) 稲野小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口

12,366 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 1,847 14.9% 減少傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 8,054 65.1% 減少傾向

高齢人口（65歳以上）： 2,465 19.9% 減少傾向

計 12,366 100% 減少傾向

　市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、若干減少傾向（▲
2.3％）にあります。過去5年間の増減率は、17地域中11番目と中
位にあります。

稲野小学校区

　地域を南北に県道米谷昆陽尼崎線、県道寺本川西線が、東西に国
道171号、県道寺本伊丹線が走っています。

　地域の西部で県道米谷昆陽尼崎線と国道171号に囲まれた地区
に、工業用の土地利用が広がり、国道171号沿いでは商業系の土地
利用が見られます。国道171号以南では、大半が住宅用地になって
います。

　稲野地域は市域中央からやや西に位置しています。
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稲野小学校区

② 世帯数 5,041 世帯 平成21年 現在

平均： 2.45 人／世帯

③ 人口密度 65 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

市平均80人/haと比べて、若干低くなっています。

　伊丹市役所本庁舎などの中枢機能は当学区内にあります。周辺に、市立博物館、中
央公民館、現中央図書館、市立病院、労働福祉会館（スワンホール）、障害者福祉セ
ンターなどの公共施設があります。昆陽池公園はこの学区内にあり、公園内に昆虫館
があります。

　稲野小学校、稲野幼稚園があります。中学校は、全域が西中学校区になりま
す。西中学校は南の摂陽小学校区の北端にあります。

　高齢人口割合は19.9％と、市平均の19.1％と比べて若干高く、17地域中、
７番目と中位にあります。

　市全体（＋6.0％）と比べて横ばい傾向（＋0.9％）にあります。
１世帯当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。
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稲野小学校区

② 共同利用施設等

③ その他の施設

４． 学区の特徴

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

　稲野小学校区内には、計３箇所の共同利用施設等があります。

　市庁舎、図書館、博物館、中央公民館のほかに、伊丹病院、昆虫館、障害者
福祉センター（アイ愛センター)、保健センター、労働福祉会館（スワンホー
ル）、水道局、消防局など多くの公共施設が集積しています。

11.7

18.3

62.1

58.3

14.4

12.0 1.1

9.71.8

0.2

0.0

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

伊丹小学校区
(N=175)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

稲野小学校区 市全体

（N=112） （N=1680）
第１位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 日常の買物の便利さ

第２位 通勤・通学など、交通の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 日常の買物の便利さ 通勤・通学など、交通の便利さ

稲野小学校区 市全体

（N=112） （N=1680）
第１位 道路交通の安全対策 道路交通の安全対策

第２位 騒音、振動、悪臭などの公害対策 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

通勤・通学など、交通の便利さ第３位
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稲野小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用
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騒音、振動、悪臭などの
公害対策

隣近所とのつき合い

子どもの遊び場の
環境や安全さ

道路交通の安全対策

地震や大雨などの
災害時の安全さ

子ども、青少年の

教育環境

子育てへの支援対策

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

満足している人 不満を抱いている人
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

水道の安定的供給

安心して子育てができる
環境整備

健康を支える
地域保健・医療の充実

交通安全と防犯活動の推進

災害に強いまちづくりと
防災体制の充実

消防機能の充実

ごみの減量化と
リサイクルの推進

水循環と水環境の再生
（身近な水を大切にすること）

生きる力を育てる
小・中学校教育の充実

公共下水道の整備
（雨水対策を含む）

時代の変化に対応した
高等学校教育の充実
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新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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稲野小学校区
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(3) 南小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口 17,295 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 2,307 13.3% 増加傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 11,373 65.8% 増加傾向

高齢人口（65歳以上）： 3,615 20.9% 増加傾向

計 17,295 100% 増加傾向

南小学校区

　鉄道は阪急線「新伊丹」駅と「稲野」駅があり、道路は南北に県
道尼崎池田線、県道米谷昆陽尼崎線、県道山本伊丹線、東西に県道
東富松御願塚線が走っています。

　大半は住居系の土地利用が広がっており、主要地方道尼崎池田線
沿道に工業系の土地利用が見られ、その一部では住居系の土地利用
に転換が進んでいます。

 　南小学校区は市域南端に位置し、南は尼崎市に面しています。

　市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、若干増加傾向（3.0％）
にあります。過去5年間の増減率は、17地域中７番目と中位にあり
ます。
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０～１４歳 １５～６４歳 ６５歳以上

－　279　－



南小学校区

② 世帯数 7,689 世帯 平成21年 現在

平均： 2.25 人／世帯

③ 人口密度 122 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

市全体（＋6.0％）と比べて若干増加傾向（＋4.3％）にあります。
１世帯当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

　高齢人口割合は20.9％と、市平均の19.1％と比べて若干高く、17地域中５
番目と上位にあります。

市平均80人/haと比べて、高くなっています。

　稲野公園運動施設、伊丹市市民課南分室等の公共施設があります。

　南小学校、南中学校、南幼稚園があります。

－　280　－



南小学校区

② 共同利用施設等

③ その他の施設

４． 学区の特徴

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

　伊丹小学校区内には、計６箇所の共同利用施設等があります。

　高等教育施設として、大手前大学いたみ稲野キャンパス、大手前短期大学が
あります。また、市営の平松団地があります。

11.7

16.1

62.1

63.2

14.4

14.8

9.7

1.3

1.8

0.2

0.6

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

南小学校区
(N=155)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

南小学校区 市全体

（N=155） （N=1680）
第１位 通勤・通学など、交通の便利さ 日常の買物の便利さ

第２位 日常の買物の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 通勤・通学など、交通の便利さ

南小学校区 市全体

（N=155） （N=1680）
第１位 道路交通の安全対策 道路交通の安全対策

第２位
高齢者や障害者が、家庭・地域で生
活できる対策

騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

騒音、振動、悪臭などの公害対策第３位
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南小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤・通学など、
交通の便利さ

日常の買物の便利さ

水や緑、公園など、
自然環境のよさ

隣近所とのつき合い

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

道路交通の安全対策

子どもの遊び場の
環境や安全さ

地震や大雨などの
災害時の安全さ

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

子ども、青少年の
教育環境

子育てへの支援対策

満足している人 不満を抱いている人

89.0
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83.2

83.2

81.9

80.0

80.0

79.4

78.1

77.4

77.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康を支える
地域保健・医療の充実

交通安全と防犯活動の推進

消防機能の充実

水道の安定的供給

災害に強いまちづくりと
防災体制の充実

安心感と生きがいのある
高齢者福祉の推進

公共下水道の整備
（雨水対策を含む）

生きる力を育てる
小・中学校教育の充実

水循環と水環境の再生
（身近な水を大切にすること）

雇用の安定と
勤労者生活の充実

国民年金や
生活福祉などの推進

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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(4) 神津小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口

6,369 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 772 12.1% 減少傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 4,060 63.7% 減少傾向

高齢人口（65歳以上）： 1,537 24.1% 減少傾向

計 6,369 100% 減少傾向

神津小学校区

　地域の中央を東西に県道伊丹豊中線が走っています。地域東部に
大阪国際空港があります。

　空港周辺に工業用地が広がり、県道伊丹豊中線周辺で住宅や商業
利用が見られます。区域の半分が大阪国際空港であり、宅地は猪名
川の流域に広がっています。

市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、減少傾向（▲7.0％）に
あります。過去5年間の増減率は、17地域中16番目と下位にあり
ます。

　神津地域は市域東端に位置し、東は池田市、豊中市、南は尼崎市
に面しています。

6,847
6,369

2,957 2,920

2.32

2.18

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H16 H21

2.00

2.05

2.10

2.15

2.20

2.25

2.30

2.35

2.40

人口 世帯数 人/世帯

（人）（世帯） （人/世帯）

772人
(12.1%)

871人
(12.7%)

(15.1%)

4,632人
(67.7%)

4,060人
(63.7%)

(65.8%)

1,537人
(24.1%)

1,344人
(19.6%)

(19.1%)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H16 H21 H21
（市全体）
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神津小学校区

② 世帯数 2,920 世帯 平成21年 現在

平均： 2.18 人／世帯

③ 人口密度 14 人／ha

３． 主な公共施設等

　市全体（+6.0％）と比べて横ばい傾向（-1.3％）にあります。
１世帯当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

　高齢人口割合は24.1％と、市平均の19.1％と比べて高く、17地域中、２番
目と上位にあります。

市平均80人/haと比べて、低くなっています。

　図書館神津分室、伊丹スカイパーク、こども文化科学館、市役所神津支所等の公共
施設があります。区域南東端に、豊中市と共同運営しているクリーンセンター及びク
リーンランドがあります。
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神津小学校区

① 学校教育施設

② 共同利用施設等

③ その他の施設

４． 学区の特徴

　

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

神津小学校区内には、計７箇所の共同利用施設等があります。

　神津福祉センターや環境クリーンセンター、豊中市伊丹市クリーンランドな
どがあります。

　神津小学校、神津幼稚園があります。中学校は北中学校区で、生徒は猪名川
を渡って通学しています。

11.7

9.1

62.1

67.3

14.4

7.3 3.6

9.71.8

0.0

0.2

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

神津小学校区
(N=55)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

神津小学校区 市全体

（N=55） （N=1680）
第１位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 日常の買物の便利さ

第２位 通勤・通学など、交通の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 日常の買物の便利さ 通勤・通学など、交通の便利さ

神津小学校区 市全体

（N=55） （N=1680）
第１位 騒音、振動、悪臭などの公害対策 道路交通の安全対策

第２位 日常の買物の便利さ 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

第３位 道路交通の安全対策
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神津小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。
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通勤・通学など、
交通の便利さ

日常の買物の便利さ

隣近所とのつき合い

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

子どもの遊び場の
環境や安全さ

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

子育てへの支援対策

道路交通の安全対策

子ども、青少年の
教育環境

地震や大雨などの
災害時の安全さ

満足している人 不満を抱いている人

78.2

74.6

72.7

70.9

70.9

70.9

69.1

69.1

67.3

67.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康を支える
地域保健・医療の充実

安心して子育てができる
環境整備

地域でともに暮らせる
障害者福祉の推進

ごみの減量化と
リサイクルの推進

国民年金や
生活福祉などの推進

生きる力を育てる
小・中学校教育の充実

ともに支えあう地域福祉の推進

雇用の安定と
勤労者生活の充実

公共下水道の整備
（雨水対策を含む）

時代の変化に対応した
高等学校教育の充実

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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神津小学校区
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(5) 緑丘小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口

11,282 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 1,645 14.6% 増加傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 7,423 65.8% 増加傾向

高齢人口（65歳以上）： 2,214 19.6% 増加傾向

計 11,282 100% 増加傾向

緑丘小学校区

　地域の中央を南北に県道尼崎池田線が、西端を県道山本伊丹線が
走り、東西に国道171号が走っています。地域北部にJR福知山線
北伊丹駅があります。

　稲名川沿い及び国道171号沿いに工業系地域が広かっています。
国道171号以南では住居系の土地利用が広がっており、国道171
号沿道、県道山本伊丹線沿道に商業系の土地利用が見られます。

　市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、増加傾向（8.7％）にあ
ります。過去5年間の増減率は、17地域中３番目と上位にありま
す。

　緑丘地域は市域北東部に位置し、北は宝塚市、東は池田市に面し
ています。
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緑丘小学校区

② 世帯数 4,624 世帯 平成21年 現在

平均： 2.44 人／世帯

③ 人口密度 56 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

② 共同利用施設等

　市営のローラースケート場等の公共施設がありますが、地区内の公共施設は多くあ
りません。

　緑丘小学校と東中学校が隣接して設置されています。幼児施設は緑幼稚園と
北保育所があります、

市平均80人/haと比べて、低くなっています。

　緑丘小学校区内には、計４箇所の共同利用施設等があります。

　高齢人口割合は19.6％と、市平均の19.1％と比べて若干高く、17地域中９
番目と中位にあります。

　市全体（6.0％）と比べて増加傾向（14.1％）にあります。１世
帯当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

－　289　－



緑丘小学校区

③ その他の施設

４． 学区の特徴

　

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

　ローラースケート場やＪＲ北伊丹駅前の駐車場など、公共施設は多くありま
せんが、西の瑞穂小学校区内に緑ヶ丘公園があり、体育館や武道館、プールな
どの利用域に入っています。

11.7

10.4

62.1

60.0

14.4

19.1 0.9

9.71.8

0.2

0.0

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

緑丘小学校区
(N=115)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

緑丘小学校区 市全体

（N=115） （N=1680）
第１位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 日常の買物の便利さ

第２位 通勤・通学など、交通の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 日常の買物の便利さ 通勤・通学など、交通の便利さ

緑丘小学校区 市全体

（N=115） （N=1680）
第１位 道路交通の安全対策 道路交通の安全対策

第２位 騒音、振動、悪臭などの公害対策 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

第３位 日常の買物の便利さ
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緑丘小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。
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隣近所とのつき合い

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

子どもの遊び場の
環境や安全さ

地震や大雨などの
災害時の安全さ

道路交通の安全対策

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

子ども、青少年の
教育環境

子育てへの支援対策

満足している人 不満を抱いている人
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76.5

75.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康を支える
地域保健・医療の充実

安心して子育てができる
環境整備

生きる力を育てる

小・中学校教育の充実

交通安全と防犯活動の推進

ごみの減量化と
リサイクルの推進

安心感と生きがいのある
高齢者福祉の推進

水道の安定的供給

災害に強いまちづくりと

防災体制の充実

水循環と水環境の再生
（身近な水を大切にすること）

国民年金や

生活福祉などの推進

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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(6) 桜台小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口

12,381 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 2,057 16.6% 減少傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 8,264 66.7% 減少傾向

高齢人口（65歳以上）： 2,060 16.6% 減少傾向

計 12,381 100% 減少傾向

桜台小学校区

　南北に県道米谷昆陽尼崎線、県道尼崎宝塚線、東西に県道中野中
筋線が走っています。

　大半は住宅地域であり、県道米谷昆陽尼崎線、県道尼崎宝塚線沿
道で商業系土地利用が見られます。

　桜台地域は市域北西部に位置し、北は宝塚市に面しています。

　市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、若干減少傾向（▲
2.9％）にあります。過去5年間の増減率は、17地域中12番目と
中位にあります。
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桜台小学校区

② 世帯数

4,892 世帯 平成21年 現在

平均： 2.53 人／世帯

③ 人口密度

113 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

市全体（6.0％）と比べて横ばい傾向（0.8％）にあります。１世
帯当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

　高齢人口割合は16.6％と、市平均の19.1％と比べて低く、17地域中、15
番目と下位にあります。勤労世帯が多い校区です。

市平均80人/haと比べて、高くなっています。

　桜台小学校、桜台幼稚園があります。中学校は天王寺川中学校区になりま
す。

　中野西地区にサンシティホールがあり、それを中心に市営住宅や老人保健施設、高
齢者用住宅などがあります。
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桜台小学校区

② 共同利用施設等

③ その他の施設

４． 学区の特徴

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

　桜台小学校区内には、計４箇所の共同利用施設等があります。

　サンシティホール（老人福祉施設）や天神川団地、天神川第2団地等があり
ます。民間の施設も含め、天神川と天王寺川沿いに高齢者等施設、宝塚市との
市境近くに障がい者施設が集まっています。

11.7

5.3

62.1

66.0

14.4

17.0 2.1

9.71.8

0.0

0.2

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

桜台小学校区
(N=94)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

桜台小学校区 市全体

（N=94） （N=1680）
日常の買物の便利さ

水や緑、公園など、自然環境のよさ

第２位 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 通勤・通学など、交通の便利さ 通勤・通学など、交通の便利さ

日常の買物の便利さ第１位

桜台小学校区 市全体

（N=94） （N=1680）
第１位 通勤・通学など、交通の便利さ 道路交通の安全対策

第２位 騒音、振動、悪臭などの公害対策 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

子ども、青少年の教育環境第３位
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桜台小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。

77.7

77.7

50.0

46.8

39.4

27.7

24.4

21.3

18.1

17.1

17.0

6.4

4.3

30.8

27.6

10.6

18.1

12.8

21.3

25.5

20.3

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常の買物の便利さ

水や緑、公園など、
自然環境のよさ

通勤・通学など、
交通の便利さ

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

隣近所とのつき合い

子どもの遊び場の
環境や安全さ

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

道路交通の安全対策

子ども、青少年の
教育環境

子育てへの支援対策

地震や大雨などの
災害時の安全さ

満足している人 不満を抱いている人

85.1

85.1

84.0

83.0

83.0

80.9

79.8

79.8

79.8

78.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安心して子育てができる
環境整備

健康を支える
地域保健・医療の充実

災害に強いまちづくりと
防災体制の充実

交通安全と防犯活動の推進

生きる力を育てる
小・中学校教育の充実

安心感と生きがいのある
高齢者福祉の推進

ごみの減量化と
リサイクルの推進

雇用の安定と
勤労者生活の充実

消防機能の充実

水道の安定的供給

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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桜台小学校区
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(7) 天神川小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口 13,768 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 2,414 17.5% 横ばい傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 8,884 64.5% 横ばい傾向

高齢人口（65歳以上）： 2,470 17.9% 横ばい傾向

計 13,768 100% 横ばい傾向

天神川小学校区

　地域の中央を東西に中国自動車道が縦貫し、南北に県道中野中筋
線が走っています。

　大半が住宅地域となっており、商業系施設は県道中野中筋線や国
道176号等の幹線道路沿道など一部に点在しています。団地を中心
とした共同住宅の林立する街区があります。工業系施設は少ないも
のの、地域南西部など一部に立地しています。

　天神川地域は、市域の北端に位置し、宝塚市に面しています。

　市全体（1.7％）と同様に横ばい傾向（0.7％）にあります。過
去5年間の増減率は、17地域中８番目と中位にあります。

13,673 13,768

5,4995,222
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2.62
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(15.1%)
2,414人
(17.5%)
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(18.9%)
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(64.5%)
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(19.1%)
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(17.9%)

1,862人
(13.6%)
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90%

100%

H16 H21 H21
（市全体）

０～１４歳 １５～６４歳 ６５歳以上
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天神川小学校区

② 世帯数

5,499 世帯 平成21年 現在

平均： 2.50 人／世帯

③ 人口密度

96 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

　高齢人口割合は17.9％と、市平均の19.1％と比べて若干低く、17地域中
10番目と中位にあります。

市平均80人/haと比べて、若干高くなっています。

　きららホール（北部学習センター）、荒牧バラ公園等の公共施設があります。

　市全体（6.0％）と比べて若干低く、（5.3％）となっていす。
１世帯当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

　天神川小学校、荒牧中学校があります。幼稚園は天神川幼稚園があります
が、市立の保育所はありません。市立以外の教育施設としては、県立北高校
と、大阪芸術大学短期大学部伊丹学舎があります。
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天神川小学校区

② 共同利用施設等

③ その他の施設

４． 学区の特徴

　

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

　天神川小学校区内には、計５箇所の共同利用施設等があります。

　長尾住宅、荒牧第6・第７・第８団地、荻野団地、鶴田団地、北野団地、荒
牧御影団地、北野第1・第2住宅といった、多くの市営住宅団地があります。
　支所機能と図書館機能がある北部学習センター（きららホール）がありま
す。

11.7

7.7

62.1

55.8

14.4

18.3 2.9

9.71.8
0.2

0.0

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

天神川小学校区
(N=104)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

天神川小学校区 市全体

（N=104） （N=1680）
第１位 日常の買物の便利さ 日常の買物の便利さ

第２位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 通勤・通学など、交通の便利さ 通勤・通学など、交通の便利さ

天神川小学校区 市全体

（N=104） （N=1680）
第１位 騒音、振動、悪臭などの公害対策 道路交通の安全対策

第２位 通勤・通学など、交通の便利さ 騒音・振動・悪臭などの公害対策

道路交通の安全対策 子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者や障害者が、家庭・地域で生
活できる対策

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

第３位
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天神川小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。

77.9

75.0

53.9

39.5

39.4

37.5

31.8

26.9

26.9

25.9

23.1

4.8

8.7

26.0

15.4

14.4

33.6

16.4

11.6

12.5

16.4

16.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常の買物の便利さ

水や緑、公園など、
自然環境のよさ

通勤・通学など、
交通の便利さ

子どもの遊び場の
環境や安全さ

隣近所とのつき合い

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

道路交通の安全対策

子育てへの支援対策

地震や大雨などの
災害時の安全さ

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

子ども、青少年の
教育環境

満足している人 不満を抱いている人

86.5

84.6

82.7

82.7

82.7

80.8

80.8

77.9

77.9

77.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康を支える

地域保健・医療の充実

ごみの減量化と
リサイクルの推進

安心感と生きがいのある
高齢者福祉の推進

交通安全と防犯活動の推進

水道の安定的供給

ともに支えあう地域福祉の推進

災害に強いまちづくりと

防災体制の充実

雇用の安定と
勤労者生活の充実

子ども・青少年の

人間性豊かな成長への支援

安心して子育てができる
環境整備

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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天神川小学校区
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(8) 笹原小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口

17,230 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 2,586 15.0% 増加傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 10,944 63.5% 増加傾向

高齢人口（65歳以上）： 3,700 21.5% 増加傾向

計 17,230 100% 増加傾向

笹原小学校区

　地域の東端を南北に県道米谷昆陽尼崎線が、地域の東部を東西に
県道東富松御願塚線が走っています。

　大半は住居系の土地利用が広がっています。

　笹原地域は市域南端に位置し、南、西は尼崎市に面しています。

　市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、若干増加傾向（＋
4.8％）にあります。過去5年間の増減率は、17地域中６番目と中
位にあります。
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０～１４歳 １５～６４歳 ６５歳以上
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笹原小学校区

② 世帯数 7,180 世帯 平成21年 現在

平均： 2.40 人／世帯

③ 人口密度 127 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

② 共同利用施設等

市平均80人/haと比べて、高くなっています。

　笹原小学校区内には、計４箇所の共同利用施設等があります。

　図書館南分館、フィットネスラスタ等のある、ラスタホール（生涯学習センター）
があります。

　笹原小学校、笹原中学校がありますが、南東部の一部が南中学校の学区に
なっています。

市全体（6.0％）と比べて増加傾向（9.8％）にあります。１世帯
当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

　高齢人口割合は21.5％と、市平均の19.1％と比べて高く、17地域中４番目
と上位にあります。
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笹原小学校区

③ その他の施設

４． 学区の特徴

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

　ラスタホール以外には、ささはら幼稚園、西保育所、山道団地、中曽根団地
等があります。

11.7

10.6

62.1

66.2

14.4

13.4 2.8

9.71.8

0.7

0.2

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

笹原小学校区
(N=142)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

笹原小学校区 市全体

（N=142） （N=1680）
第１位 日常の買物の便利さ 日常の買物の便利さ

第２位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 通勤・通学など、交通の便利さ 通勤・通学など、交通の便利さ

笹原小学校区 市全体

（N=142） （N=1680）
第１位 道路交通の安全対策 道路交通の安全対策

第２位
高齢者や障害者が、家庭・地域で生
活できる対策

騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

騒音、振動、悪臭などの公害対策第３位
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笹原小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。
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65.5
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10.6
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33.1

14.8

21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常の買物の便利さ

水や緑、公園など、
自然環境のよさ

通勤・通学など、
交通の便利さ

子どもの遊び場の
環境や安全さ

隣近所とのつき合い

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

地震や大雨などの
災害時の安全さ

子育てへの支援対策

道路交通の安全対策

子ども、青少年の
教育環境

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

満足している人 不満を抱いている人

87.3

83.1

82.4

81.7

80.3

80.3

79.6

78.2

77.5

76.8

76.8

76.8

76.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康を支える
地域保健・医療の充実

生きる力を育てる
小・中学校教育の充実

安心して子育てができる
環境整備

水道の安定的供給

安心感と生きがいのある
高齢者福祉の推進

公共下水道の整備
（雨水対策を含む）

時代の変化に対応した
高等学校教育の充実

ともに支えあう地域福祉の推進

ごみの減量化と
リサイクルの推進

交通安全と防犯活動の推進

災害に強いまちづくりと
防災体制の充実

子ども・青少年の
人間性豊かな成長への支援

消防機能の充実

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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(9) 瑞穂小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口 11,671 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 1,688 14.5% 横ばい傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 8,272 70.9% 横ばい傾向

高齢人口（65歳以上）： 1,711 14.7% 横ばい傾向

計 11,671 100% 横ばい傾向

瑞穂小学校区

　地域の南端を東西に国道171号が走り、南北に県道尼崎池田線、
県道山本伊丹線が、東西に県道姥ヶ茶屋伊丹線が走っています。

　大半は住居系の土地利用が広がっており、地域東部に工業系土地
利用が見られます。国道171号、県道姥ヶ茶屋伊丹線沿道に商業系
土地利用が見られます。

　瑞穂地域は市域北部に位置し、北は宝塚市に面しています。

市全体（1.7％）と同様に横ばい傾向（0.2％）にあります。過去5
年間の増減率は、17地域中９番目と中位にあります。
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瑞穂小学校区

② 世帯数 5,586 世帯 平成21年 現在

平均： 2.09 人／世帯

③ 人口密度 66 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

市平均80人/haと比べて、若干低くなっています。

　学区中央部に瑞ヶ池公園と緑ヶ丘公園があり、鴻臚館、緑ヶ丘体育館・武道館、
緑ヶ丘プール、市立野球場、いきいきプラザ等の公共施設があります。

　瑞穂小学校、みずほ幼稚園があります。中学校は東中学校区です。

 高齢人口割合は14.7％と、市平均の19.1％と比べて低く、17地域中16番目
と下位にあります。

市全体（6.0％）と比べて増加傾向（6.6％）にあります。１世帯当
たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。
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瑞穂小学校区

② 共同利用施設等

③ その他の施設

４． 学区の特徴

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

　瑞穂小学校区内には、計５箇所の共同利用施設等があります。

　高等教育施設として、県立伊丹高等学校、県立こやの里特別支援学校があり
ます。

11.7

8.4

62.1

70.5

14.4

11.6 2.1

9.71.8

0.2

0.0

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

瑞穂小学校区
(N=95)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

瑞穂小学校区 市全体

（N=95） （N=1680）
第１位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 日常の買物の便利さ

第２位 通勤・通学など、交通の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 日常の買物の便利さ 通勤・通学など、交通の便利さ

瑞穂小学校区 市全体

（N=95） （N=1680）
第１位 騒音、振動、悪臭などの公害対策 道路交通の安全対策

第２位 日常の買物の便利さ 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

第３位 道路交通の安全対策
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瑞穂小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。

92.6

61.0

57.9

50.6

39.0

37.9

33.7

31.6

26.4

21.0

19.0

0.0

17.9

21.0

21.1

11.6

7.4

19.0

11.6

11.6

15.8

16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水や緑、公園など、
自然環境のよさ

通勤・通学など、
交通の便利さ

日常の買物の便利さ

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

子どもの遊び場の
環境や安全さ

隣近所とのつき合い

道路交通の安全対策

地震や大雨などの
災害時の安全さ

子育てへの支援対策

高齢者や障害者が、

家庭・地域で生活できる対策

子ども、青少年の
教育環境

満足している人 不満を抱いている人

87.4

85.3

85.3

84.2

83.2

83.2

81.1

81.1

81.1

81.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康を支える
地域保健・医療の充実

水循環と水環境の再生
（身近な水を大切にすること）

水道の安定的供給

災害に強いまちづくりと
防災体制の充実

交通安全と防犯活動の推進

生きる力を育てる
小・中学校教育の充実

安心して子育てができる
環境整備

安心感と生きがいのある
高齢者福祉の推進

公共下水道の整備
（雨水対策を含む）

消防機能の充実

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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(10) 有岡小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口 11,769 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 1,678 14.3% 増加傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 8,039 68.3% 増加傾向

高齢人口（65歳以上）： 2,052 17.4% 増加傾向

計 11,769 100% 増加傾向

有岡小学校区

　北部にＪＲ伊丹駅があり、鉄道交通の拠点があります。
　道路は、西端を南北に県道尼崎池田線、地域の北端を東西に県
道伊丹豊中線が走っています。

　ＪＲ福知山線西側は、大半が住居系の土地利用が広がっていま
すが、東側は工業系土地利用が広がっています。ＪＲ伊丹駅周辺
に商業系の土地利用が見られます。

　有岡地域は市域東南部に位置し、南は尼崎市に面しています。

　市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、大幅な増加傾向（＋
9.8％）にあります。過去5年間の増減率は、17地域中２番目と
上位にあります。
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有岡小学校区

② 世帯数 5,091 世帯 平成21年 現在

平均： 2.31 人／世帯

③ 人口密度 97 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

市平均80人/haと比べて、若干高くなっています。

　アイホール、美術ギャラリー伊丹（閉鎖予定）等の公共施設があります。

　有岡小学校、ありおか幼稚園があります。中学校は、北部は北中学校区、
南部は南中学校区になります。

　市全体（6.0％）と比べて増加傾向（15.3％）にあります。１
世帯当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

　高齢人口割合は17.4％と、市平均の19.1％と比べて若干低く、17地域中
12番目と下位にあります。
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有岡小学校区

② 共同利用施設等

③ その他の施設

４． 学区の特徴

　

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

　有岡小学校区内には、計３箇所の共同利用施設等があります。

　ＪＲ伊丹駅周辺に多くの公営駐車場があります。

11.7

13.8

62.1

64.4

14.4

10.3 1.1

9.71.8

1.1

0.2

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

有岡小学校区
(N=87)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

有岡小学校区 市全体

（N=87） （N=1680）
第１位 日常の買物の便利さ 日常の買物の便利さ

第２位 通勤・通学など、交通の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 通勤・通学など、交通の便利さ

有岡小学校区 市全体

（N=87） （N=1680）
第１位 子どもの遊び場の環境や安全さ 道路交通の安全対策

第２位 騒音、振動、悪臭などの公害対策 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

道路交通の安全対策第３位
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有岡小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替え
ると想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のように
なります。
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自然環境のよさ

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

隣近所とのつき合い

子どもの遊び場の
環境や安全さ

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

道路交通の安全対策

子育てへの支援対策

地震や大雨などの
災害時の安全さ

子ども、青少年の
教育環境

満足している人 不満を抱いている人
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82.8

82.8
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82.8
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82.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康を支える
地域保健・医療の充実

ごみの減量化と
リサイクルの推進

災害に強いまちづくりと
防災体制の充実

安心して子育てができる
環境整備

安心感と生きがいのある
高齢者福祉の推進

交通安全と防犯活動の推進

公共下水道の整備
（雨水対策を含む）

国民年金や

生活福祉などの推進

水道の安定的供給

生きる力を育てる
小・中学校教育の充実

0.0
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750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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(11) 花里小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口 8,484 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 1,209 14.3% 減少傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 5,546 65.4% 減少傾向

高齢人口（65歳以上）： 1,729 20.4% 減少傾向

計 8,484 100% 減少傾向

花里小学校区

　地域の西端を南北に県道尼崎宝塚線、中央を南北に県道寺本川西
線、南端を東西に国道171号が走っています。

　大半は住居系の土地利用が広がっており、県道尼崎宝塚線の北部
沿道に大型工場があります。中部、南部沿道で商業系の土地利用が
見られます。

　花里地域は市域西部に位置し、西は一部が尼崎市に面していま
す。

　市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、若干減少傾向（▲
3.0％）にあります。過去5年間の増減率は、17地域中13番目と
下位にあります。
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花里小学校区

② 世帯数 3,400 世帯 平成21年 現在

平均： 2.50 人／世帯

③ 人口密度 98 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

　高齢人口割合は20.4％と、市平均の19.1％と比べて若干高く、17地域中６
番目と中位にあります。

　市全体（6.0％）と比べて横ばい傾向（2.3％）にあります。１
世帯当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

　市平均80人/haと比べて、若干高くなっています。

　小学校を除き、大型の公共施設はありません。

　花里小学校、はなさと幼稚園があります。市立保育所はありません。中学校
は松崎中学校区になります。
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花里小学校区

② 共同利用施設等

③ その他の施設

４． 学区の特徴

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

花里小学校区内には、計２箇所の共同利用施設等があります。

　北部に県立伊丹西高等学校があります。西の池尻小学校区の北東端にイオン
昆陽池ＳＣがあり、市役所と図書館の分室があります。

11.7

15.9

62.1

60.3

14.4

11.1 1.6

9.71.8

0.2

0.0

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

花里小学校区
(N=63)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

花里小学校区 市全体

（N=63） （N=1680）
第１位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 日常の買物の便利さ

第２位 日常の買物の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 隣近所とのつき合い 通勤・通学など、交通の便利さ

花里小学校区 市全体

（N=63） （N=1680）
通勤・通学など、交通の便利さ

高齢者や障害者が、家庭・地域で生
活できる対策

第２位 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

道路交通の安全対策第１位

第３位 騒音、振動、悪臭などの公害対策
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花里小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。
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子どもの遊び場の
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地震や大雨などの
災害時の安全さ

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策
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子育てへの支援対策
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安心して子育てができる
環境整備

安心感と生きがいのある
高齢者福祉の推進

災害に強いまちづくりと
防災体制の充実

水循環と水環境の再生
（身近な水を大切にすること）

ごみの減量化と
リサイクルの推進

ともに支えあう地域福祉の推進

水道の安定的供給

生きる力を育てる
小・中学校教育の充実

健康を支える
地域保健・医療の充実

子ども・青少年の
人間性豊かな成長への支援

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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花里小学校区
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(12) 昆陽里小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口 9,294 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 1,509 16.2% 減少傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 5,937 63.9% 減少傾向

高齢人口（65歳以上）： 1,848 19.9% 減少傾向

計 9,294 100% 減少傾向

昆陽里小学校区

　地域を南北に県道尼崎宝塚線、東西に国道171号が走っていま
す。

　低層の戸建住宅の多い地域で、県道尼崎宝塚線沿道で商業系の土
地利用が見られます。

　昆陽里小学校区は市域南西部に位置し、南、西は尼崎市に面して
います。

　市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、若干減少傾向（▲
3.1％）にあります。過去5年間の増減率は、17地域中14番目と下
位にあります。
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昆陽里小学校区

② 世帯数 3,828 世帯 平成21年 現在

平均： 2.43 人／世帯

③ 人口密度 105 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

② 共同利用施設等

③ その他の施設

　高齢人口割合は19.9％と、市平均の19.1％と比べて若干高く、17地域中、
７番目となっています。

　市全体（6.0％）と比べて横ばい傾向（1.9％）にあります。１世
帯当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

市平均80人/haと比べて、高くなっています。

　小中学校を除き、大型の公共施設はありません。

　昆陽里小学校区内には、計４箇所の共同利用施設等があります。

　昆陽南公園ハナミズキセンターがあります。

　昆陽里小学校と松崎中学校が隣接して設置されています。こやのさと幼稚園
がありますが、市立保育所はありません。
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昆陽里小学校区

４． 学区の特徴

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

11.7

10.7

62.1

53.6

14.4

23.2 3.6

9.71.8

0.0

0.2

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

昆陽里小学校区
(N=56)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

昆陽里小学校区 市全体

（N=56） （N=1680）
第１位 日常の買物の便利さ 日常の買物の便利さ

第２位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 隣近所とのつき合い 通勤・通学など、交通の便利さ

昆陽里小学校区 市全体

（N=56） （N=1680）
第１位 道路交通の安全対策 道路交通の安全対策

第２位 通勤・通学など、交通の便利さ 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

第３位 子ども、青少年の教育環境

－　321　－



昆陽里小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。
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14.3
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37.5
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30.4

19.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常の買物の便利さ

水や緑、公園など、
自然環境のよさ

隣近所とのつき合い

通勤・通学など、
交通の便利さ

子どもの遊び場の
環境や安全さ

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

地震や大雨などの
災害時の安全さ

道路交通の安全対策

子ども、青少年の
教育環境

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

子育てへの支援対策

満足している人 不満を抱いている人

89.3

85.7

85.7

83.9

82.1

82.1

80.4

80.4

78.6

78.6

78.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

水道の安定的供給

安心して子育てができる
環境整備

公共下水道の整備
（雨水対策を含む）

健康を支える
地域保健・医療の充実

消防機能の充実

生きる力を育てる
小・中学校教育の充実

ごみの減量化と
リサイクルの推進

雇用の安定と
勤労者生活の充実

快適なにぎわいをつくる
駐車・駐輪対策の推進

交通安全と防犯活動の推進

子ども・青少年の
人間性豊かな成長への支援

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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(13) 摂陽小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口 9,179 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 1,123 12.2% 増加傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 5,865 63.9% 増加傾向

高齢人口（65歳以上）： 2,191 23.9% 増加傾向

計 9,179 100% 増加傾向

摂陽小学校区

　地域を南北に県道米谷昆陽尼崎線、東西に県道寺本伊丹線が走っ
ています。

　大半が住宅地域で、低層の戸建住宅が多い区域と、団地の区域に
分かれています。

　摂陽地域は市域中央から南西部に位置しています。

市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、増加傾向（6.7％）にあ
ります。過去5年間の増減率は、17地域中５番目と上位にありま
す。
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－　323　－



摂陽小学校区

② 世帯数 3,849 世帯 平成21年 現在

平均： 2.38 人／世帯

③ 人口密度 139 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

② 共同利用施設等

③ その他の施設

市平均80人/haと比べて、高くなっています。

 人権啓発センター、ふれあいセンター、児童館等の公共施設があります。

摂陽小学校区内には、計４箇所の共同利用施設等があります。

緑団地や堀池団地等があります。

　摂陽小学校、西中学校がありますが、学区の南半分は笹原中学校の学区で
す。せつよう幼稚園とひかり保育園があります。

市全体（6.0％）と比べて増加傾向（13.5％）にあります。１世帯
当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

　高齢人口割合は23.9％と、市平均の19.1％と比べて高く、17地域中３番目
と上位にあります。
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摂陽小学校区

４． 学区の特徴

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

11.7

13.8

62.1

65.0

14.4

12.5 2.5

9.71.8

0.2

0.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

摂陽小学校区
(N=80)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

摂陽小学校区 市全体

（N=80） （N=1680）
第１位 日常の買物の便利さ 日常の買物の便利さ

第２位 通勤・通学など、交通の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 通勤・通学など、交通の便利さ

摂陽小学校区 市全体

（N=80） （N=1680）

第１位
高齢者や障害者が、家庭・地域で生
活できる対策

道路交通の安全対策

第２位 道路交通の安全対策 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

通勤・通学など、交通の便利さ第３位
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摂陽小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。
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日常の買物の便利さ

通勤・通学など、
交通の便利さ

水や緑、公園など、
自然環境のよさ

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

隣近所とのつき合い

子どもの遊び場の
環境や安全さ

地震や大雨などの
災害時の安全さ

道路交通の安全対策

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

子育てへの支援対策

子ども、青少年の
教育環境

満足している人 不満を抱いている人
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80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

78.8

76.3

76.3

76.3

76.3

76.3

76.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康を支える
地域保健・医療の充実

ごみの減量化と
リサイクルの推進

安心して子育てができる
環境整備

水循環と水環境の再生
（身近な水を大切にすること）

水道の安定的供給

生きる力を育てる
小・中学校教育の充実

消防機能の充実

安心感と生きがいのある
高齢者福祉の推進

雇用の安定と
勤労者生活の充実

交通安全と防犯活動の推進

公共下水道の整備
（雨水対策を含む）

災害に強いまちづくりと
防災体制の充実

子ども・青少年の
人間性豊かな成長への支援

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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(14) 鈴原小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口 8,037 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 1,007 12.5% 減少傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 4,894 60.9% 減少傾向

高齢人口（65歳以上）： 2,136 26.6% 減少傾向

計 8,037 100% 減少傾向

鈴原小学校区

　地域の東端を南北に県道山本伊丹線が、地域の西部を県道米谷昆
陽尼崎線が走っています。

　低層の戸建住宅が中心の街区です。

　鈴原地域は市域中央のやや南に位置しています。

市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、減少傾向（▲7.3％）に
あります。過去5年間の増減率は、17地域中17番目と最下位にあ
ります。
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鈴原小学校区

② 世帯数 3,373 世帯 平成21年 現在

平均： 2.38 人／世帯

③ 人口密度 115 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

② 共同利用施設等

③ その他の施設

市平均80人/haと比べて、高くなっています。

　屋外プールのある女性・児童センター等の公共施設があります。

　鈴原小学校区内には、計３箇所の共同利用施設等があります。

　鈴原小学校、すずはら幼稚園があります。伊丹市立高等学校もこの学区にあ
ります。

　女性児童センター、行基団地等があります。

市全体（6.0％）と比べて減少傾向（▲4.4％）にあります。１世
帯当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

　高齢人口割合は26.6％と、市平均の19.1％と比べて高く、17地域中１番目
と最上位にあります。
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鈴原小学校区

４． 学区の特徴

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

11.7

15.1

62.1

56.2

14.4

13.7

9.7

0.0

1.8

1.4

0.2

13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

鈴原小学校区
(N=73)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

鈴原小学校区 市全体

（N=73） （N=1680）
第１位 通勤・通学など、交通の便利さ 日常の買物の便利さ

第２位 日常の買物の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 騒音、振動、悪臭などの公害対策 通勤・通学など、交通の便利さ

鈴原小学校区 市全体

（N=73） （N=1680）

第１位
高齢者や障害者が、家庭・地域で生
活できる対策

道路交通の安全対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

道路交通の安全対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

騒音・振動・悪臭などの公害対策

第3位

第２位
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鈴原小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤・通学など、
交通の便利さ

日常の買物の便利さ

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

水や緑、公園など、
自然環境のよさ

隣近所とのつき合い

子どもの遊び場の
環境や安全さ

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

地震や大雨などの
災害時の安全さ

道路交通の安全対策

子ども、青少年の
教育環境

子育てへの支援対策

満足している人 不満を抱いている人
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84.9
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80.8
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安心して子育てができる
環境整備

健康を支える
地域保健・医療の充実

公共下水道の整備
（雨水対策を含む）

災害に強いまちづくりと
防災体制の充実

水道の安定的供給

交通安全と防犯活動の推進

水循環と水環境の再生
（身近な水を大切にすること）

消防機能の充実

地域の環境保全

ごみの減量化と
リサイクルの推進

子ども・青少年の
人間性豊かな成長への支援

0.0
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750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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(15) 荻野小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口 11,376 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 2,111 18.6% 減少傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 7,646 67.2% 減少傾向

高齢人口（65歳以上）： 1,619 14.2% 減少傾向

計 11,376 100% 減少傾向

荻野小学校区

　地域の北端を東西に中国自動車道が縦貫し、南北に県道山本伊丹
線、県道寺本川西線が走っています。

　大半が住宅中心の土地利用です。

市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、若干減少傾向（▲3.5％）
にあります。過去5年間の増減率は、17地域中15番目と下位にあ
ります。

　荻野地域は市域北部に位置し、北は宝塚市、東は川西市に面して
います。
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荻野小学校区

② 世帯数 4,368 世帯 平成21年 現在

平均： 2.60 人／世帯

③ 人口密度 106 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

② 共同利用施設等

市平均80人/haと比べて、高くなっています。

　古池運動広場や地区公園がありますが、大規模な施設はありません。

　荻野小学校区内には、計２箇所の共同利用施設等があります。

　高齢人口割合は14.2％と、市平均の19.1％と比べて低く、17地域中17番
目と最下位にあります。

　荻野小学校、おぎの幼稚園があります。中学校は大半が荒牧中学校区です
が、南部は東中学校の学区になっています。

市全体（6.0％）と比べて横ばい傾向（0.0％）にあります。１世帯
当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。
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荻野小学校区

③ その他の施設

４． 学区の特徴

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

　荻野保育所、荻野北団地等があります。

11.7

11.2

62.1

74.2

14.4

9.0

9.7

0.0

1.8

0.2

0.0

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

荻野小学校区
(N=89)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

荻野小学校区 市全体

（N=89） （N=1680）
第１位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 日常の買物の便利さ

第２位 日常の買物の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 通勤・通学など、交通の便利さ 通勤・通学など、交通の便利さ

荻野小学校区 市全体

（N=89） （N=1680）
第１位 騒音、振動、悪臭などの公害対策 道路交通の安全対策

第２位 通勤・通学など、交通の便利さ 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

第３位 道路交通の安全対策
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荻野小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。
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隣近所とのつき合い

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

子どもの遊び場の
環境や安全さ

道路交通の安全対策

子育てへの支援対策

地震や大雨などの
災害時の安全さ

子ども、青少年の
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高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

満足している人 不満を抱いている人
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

交通安全と防犯活動の推進

ごみの減量化と
リサイクルの推進

健康を支える
地域保健・医療の充実

生きる力を育てる
小・中学校教育の充実

安心して子育てができる
環境整備

災害に強いまちづくりと
防災体制の充実

公共下水道の整備
（雨水対策を含む）

消防機能の充実

安全・快適な地域空間となる
生活道路の整備

子ども・青少年の
人間性豊かな成長への支援

時代の変化に対応した
高等学校教育の充実

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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(16) 池尻小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口 10,773 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 1,759 16.3% 横ばい傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 7,206 66.9% 横ばい傾向

高齢人口（65歳以上）： 1,808 16.8% 横ばい傾向

計 10,773 100% 横ばい傾向

　市全体（1.7％）と同様に横ばい傾向（▲1.0％）にあります。過
去5年間の増減率は、17地域中10番目と中位にあります。

池尻小学校区

地域の東端を南北に県道尼崎宝塚線が走っています。

大半は住居系の土地利用が広がっており、天王寺川南では大型
ショッピングセンターが建設中です。

池尻地域は市域西端に位置し、北は宝塚市、西は宝塚市、西宮市に
面しています。
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池尻小学校区

② 世帯数 4,167 世帯 平成21年 現在

平均： 2.59 人／世帯

③ 人口密度 81 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

市平均80人/haと比べて、同程度となっています。

　小学校を除き、大規模な公共施設はありません。

　高齢人口割合は16.8％と、市平均の19.1％と比べて低く、17地域中14番
目と下位にあります。

　市全体（6.0％）と比べて横ばい傾向（3.8％）にあります。１世
帯当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

　池尻小学校、いけじり幼稚園があります。中学校は、天王寺川中学校区と松
崎中学校区に分かれています。
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池尻小学校区

② 共同利用施設等

③ その他の施設

４． 学区の特徴

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

　池尻小学校区内には、計３箇所の共同利用施設等があります。

　イオン昆陽池ショッピングセンターの中に、市民課西分室と図書館西分室が
あります。

11.7

4.5

62.1

54.5

14.4

22.7 1.1

9.71.8

0.0

0.2

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

池尻小学校区
(N=88)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

池尻小学校区 市全体

（N=88） （N=1680）
第１位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 日常の買物の便利さ

第２位 日常の買物の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 隣近所とのつき合い 通勤・通学など、交通の便利さ

池尻小学校区 市全体

（N=88） （N=1680）
第１位 通勤・通学など、交通の便利さ 道路交通の安全対策

第２位 道路交通の安全対策 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

騒音、振動、悪臭などの公害対策第３位
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池尻小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。
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隣近所とのつき合い
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地震や大雨などの
災害時の安全さ

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

子育てへの支援対策
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地域保健・医療の充実
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環境整備

水道の安定的供給
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安心感と生きがいのある
高齢者福祉の推進

雇用の安定と
勤労者生活の充実

国民年金や
生活福祉などの推進

災害に強いまちづくりと
防災体制の充実
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2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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(17) 鴻池小学校区

１． 位置・概況

地図

位置：

交通：

土地利用：

２． 人口・世帯数・人口密度等

① 人口

8,981 人 平成21年 現在

年齢３区分別人口：

年少人口（0～14歳）： 1,744 19.4% 増加傾向

生産年齢人口（15～64歳）： 5,709 63.6% 増加傾向

高齢人口（65歳以上）： 1,528 17.0% 増加傾向

計 8,981 100% 増加傾向

市全体（1.7％）が横ばい傾向にある中、増加傾向（11.9％）にあ
ります。過去5年間の増減率は、17地域中１番目と最上位にありま
す。

鴻池小学校区

　南北に県道中野中筋線、東西を県道姥ヶ茶屋伊丹線が走っていま
す。

　大半は住宅地域ですが、県道中野中筋線東側の県道姥ヶ茶屋伊丹
線の沿道、および地域東部の端ヶ池の北側に工業用地が見られま
す。

　鴻池地域は市域北部に位置し、西は宝塚市に面しています。
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鴻池小学校区

② 世帯数

3,495 世帯 平成21年 現在

平均： 2.57 人／世帯

③ 人口密度

75 人／ha

３． 主な公共施設等

① 学校教育施設

② 共同利用施設等

市平均80人/haと比べて、同程度となっています。

　伊丹スポーツセンターや、給食センターがあり、市営住宅も3ヶ所あります。

　鴻池小学校区内には、計５箇所の共同利用施設等があります。

　高齢人口割合は17.0％と、市平均の19.1％と比べて低く、17地域中13番
目と下位にあります。

　鴻池小学校、天王寺川中学校、こうのいけ幼稚園があります。瑞ヶ池に近い
区域は東中学校区です。

市全体（6.0％）と比べて増加傾向（14.1％）にあります。１世帯
当たり人員は減少し、核家族化が進んでいます。

－　340　－



鴻池小学校区

③ その他の施設

４． 学区の特徴

■地区の環境に満足な点上位3

■地区の環境に不満足な点上位3

　鴻池南団地、玉田団地、新田中野団地といった住宅団地や、学校給食第1・
第２センター、伊丹特別支援学校等があります。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体
(N=1680)

鴻池小学校区
(N=54)

非常に住みよい 住みよい どちらともいえない 住みにくい 非常に住みにくい 無回答

鴻池小学校区 市全体

（N=54） （N=1680）
第１位 水や緑、公園など、自然環境のよさ 日常の買物の便利さ

第２位 日常の買物の便利さ 水や緑、公園など自然環境のよさ

第３位 子どもの遊び場の環境や安全さ 通勤・通学など、交通の便利さ

鴻池小学校区 市全体

（N=54） （N=1680）
第１位 通勤・通学など、交通の便利さ 道路交通の安全対策

第２位 騒音、振動、悪臭などの公害対策 騒音・振動・悪臭などの公害対策

子どもの遊び場の環境や安全さ

高齢者等が家庭・地域で生活できる
対策

日常の買物の便利さ第３位
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鴻池小学校区

■アンケートで挙げられた満足・不満足な点、施策の重視度

　

５． 公共施設の築年別床面積から見た今後の予測更新費用

　現有の公共施設を、築30年目に大規模修繕を行い、築60年目に同規模で建替える
と想定した場合に、今後60年間必要となる建設投資額の予測は、以下のようになり
ます。

81.5

68.6

46.3

42.6

40.7

35.2

24.1

24.1

22.3

20.4

14.8

7.5

20.4

9.3

29.7

11.1

25.9

18.6

9.3

14.8

14.9

13.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水や緑、公園など、
自然環境のよさ

日常の買物の便利さ

子どもの遊び場の
環境や安全さ

通勤・通学など、
交通の便利さ

隣近所とのつき合い

騒音、振動、悪臭などの
公害対策

道路交通の安全対策

地震や大雨などの
災害時の安全さ

子育てへの支援対策

高齢者や障害者が、
家庭・地域で生活できる対策

子ども、青少年の
教育環境

満足している人 不満を抱いている人

92.6

87.0

87.0

81.5

81.5

81.5

81.5

81.5

81.5

79.6

79.6

79.6

79.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

水道の安定的供給

健康を支える
地域保健・医療の充実

公共下水道の整備
（雨水対策を含む）

ごみの減量化と
リサイクルの推進

安心して子育てができる
環境整備

雇用の安定と
勤労者生活の充実

国民年金や
生活福祉などの推進

水循環と水環境の再生
（身近な水を大切にすること）

地域でともに暮らせる
障害者福祉の推進

ともに支えあう地域福祉の推進

安心感と生きがいのある
高齢者福祉の推進

交通安全と防犯活動の推進

生きる力を育てる
小・中学校教育の充実

0.0

250,000.0

500,000.0

750,000.0

1,000,000.0

1,250,000.0

2012年 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72

新規整備（＝建替）

大規模修繕

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
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第５章 伊丹市の公共施設の課題と提言 
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第５章　伊丹市の公共施設マネジメントにかかる提言

Ⅰ． 伊丹市の公共施設の現状

第５章　伊丹市の公共施設マネジメントにかかる提言

市役所本庁舎

市立病院

古い学校

新しい文化施設等
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第５章　伊丹市の公共施設マネジメントにかかる提言

Ⅱ． 公共施設マネジメントの基本方針の策定

1） 公共施設マネジメントの実行へ向けて

① 担当部署の設置

② 情報開示と説明責任

③ 基本方針と基本計画

④ 第三者によるモニタリングとＰＤＣＡサイクル

　公共施設マネジメントの実施のためには、以下の点を周知し、具体的な政策とし
て実行することが求められます。
　公共施設マネジメントの実施のためには、以下の点を周知し、具体的な政策とし
て実行することが求められます。
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2） 公共施設マネジメントの方向性

① 公共施設数は増やさない

② 延床面積の総量圧縮

③ 再配置（統廃合）

④ 単一機能から複合機能化へ

⑤ 地域への移譲

⑥ 優先順位の整理

⑦ ライフサイクルコストの観点

　老朽化の進行状況や市民ニーズ等をふまえ、更新等の優先順位をつける。

　財政見通しや市民ニーズをふまえ、現状の施設数と規模で更新するのではな
く、再配置（統廃合）を行って全体での規模を縮小する。

　既存施設の更新費用が不足する状況においては、新規に公共施設を建設する
ことはできない。公共施設の建設にあたっては、スクラップ・アンド・ビルド
を原則とし、公共施設の総量をこれ以上増やさないようにすべき。

　既存施設の更新費用が不足する状況においては、新規に公共施設を建設する
ことはできない。公共施設の建設にあたっては、スクラップ・アンド・ビルド
を原則とし、公共施設の総量をこれ以上増やさないようにすべき。

　財政見通しや市民ニーズの変化をふまえ、公共施設の総量を圧縮する必要が
ある。

　共同利用施設等のコミュニティ施設は自治会等地域へ移譲する。

　一つの事業には一つの施設が必要という考えを改め、行政目的別に施設を持
つのではなく、複合的な利用・運営を進める。
　また、既存施設の用途を転用し、公共施設の多機能化・複合化を進める。公
共施設同士の複合化だけでなく、民間の商業施設や住宅などとの合築・複合化
なども企画する。幅広く民間の提案を受入れ、多機能化・複合化を図る。

　今後の公共施設マネジメントの方針として、以下を原則とすべきです。　今後の公共施設マネジメントの方針として、以下を原則とすべきです。

　計画的な維持・修繕、予防保全に取り組み、施設のライフサイクルコストを
低減する。物理的維持管理のみならず、経済的効率性の観点や金利（ファイナ
ンシャルコスト）の観点など、複合的な視点から施設運営計画を立案する。

Plan 計画 Do 実施

施設再整備の
具体的計画の策定

公共施設
再整備の実行

Action 行動 Check 調査

改善策の
立案と実行

実行した政策の
問題点の把握
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第５章　伊丹市の公共施設マネジメントにかかる提言

⑧ 効果的・効率的な運営・維持管理

3） ＰＲＥ（Public Real Estate：公的不動産の管理・運用）の視点

■再整備の検討プロセスのパターン例

　以上を実践することで、公共施設の運営を効率化し、低コストで優良な公共サー
ビスを提供する基礎を築くことができます。

　運営・維持管理にかかるコストを施設別に把握し、各施設利用者や運営状況
の情報把握を徹底する。これにより、効率的なコスト削減計画を策定し、収支
を改善する。利用率・稼働率を向上させ、受益者負担の適正化を図る。

　今後老朽化しその物理的機能が著しく低下した施設は、再整備の必要性と必要な規
模・機能を、利用者だけでなく幅広い市民の意見を集約し、再確認する。
　また、民間企業・社会福祉法人・ＮＰＯ法人など、公的機関以外の主体による施設整
備の可能性があるかなどを幅広く意見聴取し、公民連携の可能性を探る。

　市による機能の維持・再整備が必要と判断された施設は、市が保有する他の施設内に
移転・改修して設置する余地がないか、部署を越えて情報を共有し、可能性を検討す
る。

 市の保有する土地は、公園を含む施設用地で232.4万㎡（市民1人当り12㎡／人）、

道路の底地を含めると468.4万㎡（市民１人当り24㎡／人）あります。これらを有

効かつ高密度に活用し、豊かな緑と伝統ある美しい景観を守った上で、その価値を最

大化する取り組みを行って、将来の公共施設の再整備に係る財政負担を極力軽減する

方策を考えることが重要です。 

 公共施設の再整備は、財政・公有資産活用・組織改革・まちづくりなど、複合的な

視点から、市の保有する公共施設のマネジメントを考える、「公的不動産」の活用問

題として捉える必要があります。 

 一般論として、公共施設の再整備についてＰＲＥ（公共不動産の活用）の視点から

効率化を図るためには、以下のプロセスで再整備計画を具体化をすることが有効です
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4） 公共施設の複合化

「公共施設の複合化」とは、主に下記の類型で公共施設を整備することを意味します。

・ 複数の公共的機能の同一建物内での複合化（ラスタホール、きららホールなど）

・ 公共施設の民間施設との複合化（伊丹商工プラザや図書館西分室など）

・ 隣接市町村や国・県などとの運営の複合化

5） スケルトンインフィルの視点

　他の建物への改修移転が不可能と判断され、再築が必要と判断された場合、他の施設
の敷地内に建てる（外構部分や合築など）ことを検討し、現有建物解体後の用地の売
却・賃貸などを行い、新設する施設の建設費の財源に充てることも検討する。

　建設費の財源が不足する場合、市内の他の市有地や保有財産の売却などを併せて検討
し、建設費の財源を確保する。

　市の保有する他施設への移転・複合化が難しいと判断された施設は、県や民間の施設
内への（改築等を伴っても）有償移転（賃借や区分の取得）が可能かを調査し、建設費
の圧縮を図る方策を検討する。
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■スケルトンインフィルの学校建築のイメージ

Ⅲ． 公共施設再整備のアイデア

① 小中学校の再配置

■全校を現在の規模で建て直す場合

　小学校

300 千円／㎡　× 143,872 ㎡　＝ 千円

17 校 8,463 ㎡／校

　中学校

300 千円／㎡　× 76,628 ㎡　＝ 千円

8 校 9,579 ㎡／校

計 千円　　（Ａ）

22,988,400

66,150,000

43,161,600

一般教室は軽量間仕切で可変に

ＥＶコアを設けて外
部から入れるように

特別教室は成人の活動
でも使えるように

１階のスペースは将来改装し
て独立して入れるように

昇降口はバリアフリー化して
高齢者でも使えるように

体育館は成人でも使えるように
また、集会施設にも使えるように

職員室等は事務室や会議室として複合化可能に

階段は成人用に入れ替え
られるよう構造体から分離

敷地境界
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■現在の規模水準で校数を減らす場合

　小学校

300 千円／㎡　× 110,020 ㎡　＝ 千円

13 校に統合 24% 減（13/17校） 8,463 ㎡／校

　中学校

300 千円／㎡　× 57,471 ㎡　＝ 千円

6 校に統合 25% 減（6/8校） 9,579 ㎡／校

計 千円　　（ａ）

－）学校用地の売却

　小学校

4 校空地　× 16,666 ㎡／校＝ 66,664 ㎡

　中学校

2 校空地　× 21,260 ㎡／校＝ 42,520 ㎡ 109,184 ㎡

60 千円／㎡　× 109,184 ㎡　＝ 千円　　（ｂ）

10.9 億円／校

千円　　（Ｂ）

（Ａ）－（Ｂ） 差額 225 億円

② 学校規模の縮小

同規模建替え 25％縮小

千円　× 0.75 ＝ 千円　　（Ｃ）

（Ａ）－（Ｃ） 差額 165 億円

③ 文化・多目的施設等に係る支出削減

50,247,300

33,006,000

平均土地面積

66,150,000 49,612,500

43,696,260

6,551,040

※面大減価を考慮した地価の予測値

17,241,300

差引（ａ）－（ｂ）
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共同利用施設 17,828.35 ㎡

多目的施設 29,711.87 ㎡

劇場・ホール 19,257.93 ㎡

博物館など展覧施設 12,636.11 ㎡

　※美術ギャラリー伊丹を除外

図書館（新図書館） 6,153.03 ㎡

　※分館・分室の床面積は他施設に含まれている

スポーツ施設 13,513.16 ㎡

高齢者施設（健常者が利用するもの） 12,054.06 ㎡

その他社会福祉施設 2,364.74 ㎡

計 ㎡

300 千円／㎡　× 113,519 ㎡　＝ 千円

同規模建替え 半分の規模

千円　× 0.50 ＝ 千円

差額 170 億円

④ 施設の黒字化／廃止／民営化

年運営経費

千円　× 40 年　× 0.25

＝ 千円

差額 361 億円

3,608,569

36,085,690

113,519.25

34,055,700

34,055,700

17,027,850
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225 億円

170 億円

361 億円

縮減効果 756 億円

すべて同規模で建替る場合の更新費用 2,278 億円

（市営住宅を除く） （40年平均で 56.9 億円／年）

ー） 756 億円

1,522 億円

（40年平均で 38 億円／年）

小中学校の再配置効果･･･①

文化・多目的施設の半減効果･･･③

運営経費の25%縮減効果･･･④

－　354　－



第５章　伊丹市の公共施設マネジメントにかかる提言

Ⅳ． 公会計改革と資産経営

■平成22年度の伊丹市の財務諸表（総務省方式改訂モデル）を基にグラフ化したもの

負債

期末純資産

261,494,638

純行政コスト

62,530,372

期首純資産

260,221,757

地方税

31,753,915

地方交付税

5,215,166

その他行政コスト充当

財源
4,183,356補助金等受入

28,502,937
調整勘定

5,852,121

生活インフラ・国土保全

213,638,752

教育

80,398,186

福祉

18,967,759
環境衛生

50,732,132

総務

13,706,272

資金

11,091,747

普通会計地方債

60,372,560

公営事業地方債

66,880,192

期末純資産

261,494,638

資産

純行政コスト

62,530,372

生活インフラ・国土保全

10,534,131

生活インフラ・国土保全

4,858,613

教 育

7,490,556

福 祉

61,168,865

福 祉

25,341,383環境 衛 生 14,811,951
環境 衛 生 11,455,622

総 務

45,757,892
総 務

41,343,291

単位：千円Ｂ／Ｓ

行政
コスト

資産全てを更新するとしたら債務超過

収益費用
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委員会・事務局名簿 
 

委員長 根本 祐二  東洋大学経済学部教授 

委 員 南   学  神奈川大学人間科学部特任教授 

 松尾 貴巳  神戸大学大学院経営学研究科教授 

 田中 栄治  神戸山手大学現代社会学部環境文化学科准教授 

 松井  正道  伊丹市総合政策部長 

 二宮 叔枝  伊丹市教育委員会事務局管理部長 

 藤田 萬豊 財団法人 地方自治研究機構事務局長 

 

事務局 大西 俊己  伊丹市総合政策部政策室長兼秘書課長 

 桝村 義則  伊丹市総合政策部政策室行政経営担当主幹 

 今村  勉  伊丹市総合政策部政策室交通政策・企画調整担当主幹 

 小山 雅之  伊丹市総合政策部政策室主査 

 野中 孝志  伊丹市財政基盤部財政企画室財政企画課主査 

 原田 隆司  伊丹市総務部総務室管財課主任 

 木村 哲也  伊丹市都市活力部都市整備室営繕課副主幹 

 田原 安治  伊丹市教育委員会管理部施設課副主幹 

 宮木 哲男  伊丹市教育委員会管理部施設課主査 

 桑野  斉  財団法人地方自治研究機構調査研究部主任研究員 

佐藤 大輔  財団法人地方自治研究機構調査研究部研究員 

 

基礎調査機関 

 阿部 博人  株式会社公共ファイナンス研究所代表取締役 

 伊東 良平  株式会社公共ファイナンス研究所研究員 

 （順不同） 
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